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インターバンクの声 （2015年 6 月 29 日） 
 

今年１月のギリシャ総選挙から約５ヵ月が過ぎ、ギリシャがユーロ圏に留ま

るのか、金融支援交渉が決裂して債務不履行、そしてユーロ圏からの離脱と

なるのか、今週がいよいよ山場になりそうだ。ギリシャの最大野党だった反

緊縮派、急進左派連合（SYRIZA）が勝利収めたその日、現在首相となってい

る当時のチプラス党首は、国際支援団による財政緊縮という「屈辱と苦難の

日々は終わった」と表明、今思い起こせば欧州連合（EU）や国際通貨基金（IMF）

などの支援団との厳しい交渉の幕開け宣言でもあった。反緊縮の公約を掲げ

て勝利したとは言え、政権が替わっても一国家としての国際公約が優先され

るのが当然のはずだが、ギリシャには「なぜ自分たちだけが辛い思いをしな

ければいけないのか」との考えが勝っているようだ。ドイツなどの債権者側

にしてみれば、「自分たちが蒔いた種」との認識でギリシャの思考が全く理

解できないようだが、それでも支援交渉に長い時間的猶予も与えてきた。ギ

リシャ議会は、EU 側が支援条件に求める財政再建策に対する賛否を問う国民

投票を７月５日に実施することを承認したが、EU 側は３０日までとなってい

る金融支援の期日延長は拒否している。両者による歩み寄りがなければいよ

いよ債務不履行が現実のものとなりそうだ。 
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